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凡 　例
一

　黒川真頼が、弄花軒祖能『新勅撰和歌集抄』（八冊、縦
26・
8㎝×横
18・
6㎝、寛政十一年版）に朱墨（朱書と墨書
は別筆）で頭注を書入れた、ノートルダム清心女子大学蔵黒川本（黒八Ｂ四七） 翻字し ものである。
二

　翻字は、頭注のある歌のみを抜き出しておこなった。今回
は秋歌上を取り上げる。なお、印刷の都合上、ここでは頭注はそれぞれ注釈本文の後に〈頭注〉と て掲げゴチック 示した。朱書はその部分をー線で示し、右に朱と記した。
　
 春歌上下は『清心語文第七号』（二〇〇五年発行）、夏歌は『工藤進思郎先生退職記念論文・随想集』（二〇〇九年発行）に発表。
三

　歌番号は『新編国歌大観』第一巻所収『新勅撰和歌集』の
歌番号による。
四

　弄花軒祖能『新勅撰和歌集抄』本文については、適宜、大
取一馬氏『新勅撰和歌集古注釈とその研究〔下〕』（思文閣出版）を参照した。
五

　漢字の字体は通行のものを用い、反復記号（ 　）は「々」
を用いた。また、適宜句読点を付した。
六

　疑問と思われる箇所には、（ママ）と傍記した。七

　祖能『新勅撰和歌集抄』の解題等については、翻字完了後
に頭注者考察とあわせ記す。
　　　翻 　字
題箋
　新勅撰和歌集抄 　秋上下　　 　　　　 冬
二朱
新勅撰和歌集抄 　　巻第四 　　秋歌上
黒川真頼頭注『新勅撰和歌集抄』
( 弄花軒祖能
) 　三 　〈翻字〉
平 　井 　啓 　子
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　　　はつ秋の心をよみ侍ける 　　　　　　　　　　曽根好忠
久方の岩戸の関もあけなくによはにふきしく秋の初風
（一九三）
　　
 久かたは枕詞岩戸の関は八雲天象部に空の事也あくるよしによせてよむ也云々。歌意 夏の夜のまた明果ぬにはや秋風の涼しく吹落るよし也 一二句はたゝ天の事にて明ぬといはん料也。神代巻曰入
二于天石窟
一閉
二磐戸
一云々是らより
始る詞ならん。あけなくにはあけぬに也。なく 反ぬ也。吹しくは
吹フキシキル
頻
也。きるの反く也
〈頭注
 〉 此吹しくは吹とはかりいふ様にかろくみて置へきか。
古歌にもか様成事多し。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大納言師氏
かさゝきの行あひの
はし
の月なれ
はとイ
猶わたすへき日こそ遠けれ
橋朱
 　　　　　　　　　
待
朱ち
かねて遠くおもう也
（一九四）
　　
 異本の方然るへし。烏鵲行合て橋をわたす文月になれど。猶七夕までは程ある意也。はしの月と
つ朱
ゝけしは。秋三月
ある七月は端なれは也。本行にてはあひあふ七月に成たれは。今しはしなから待こゝろより遠く覚ゆる意也
〈頭注
 〉 はしなれはイ本にとゝあるも同し心なり。古歌并古語
いつれともいふ。古今あまの川浅せしらなみたとりつゝわたりはてねはあけそしにける。此ハと同し。はしの月の説いかゝあらん。行あひのはしをわたすへき月なれともの心なるへきか。
　　　家に百首歌よみ侍けるに早秋の心を 　　　　関白左大臣
夏過てけふやいくかに成ぬらん衣手涼しよはの秋風 　（二〇〇）
　　
 拾遺 　秋たちていくかもあらねとこのねぬる朝けの風は袂涼しも
　　歌意はかくれたる所なし〈頭注
 〉
けふいく日にか成ぬらん。さほと日数は立ねと思ふに
こゝて涼しきと含めたる也。
藤原信実朝臣
よる波の涼しくも有か敷妙の袖師の浦の秋の初風 　　（二〇二）
　　　　　　　　　　 　
袖朱
も敷故也
　　
 古今 　川風の涼しくも有か打寄るなみとともにや秋は立らん
　　有かのかは哉也。袖師浦は出雲成へし伊勢ともいふ
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　　　題しらす 　　　　　　　　　　　　　　　　　曽根好忠　　
をとよむべし
さくらあさのかけふの原をけさみれは外山かたかけ秋風そ吹
　　　
 ◦
朱◦　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 （二〇六）
　　
 さくら麻とは。桜の花咲ときにまく麻とも。又はさくらといふ所より出る麻とも。或は桜の花の如きの花咲麻とも云り此義然るへく覚ゆ。猶恋四に委しくいふへし。かりふの原は。麻を刈たる跡の原也。外山かたかけは山の片面をかけて秋風のふくけしきなり 　
〈頭注
 〉 麻は夏苅てその皮をむく。今いふ夏そひくといへる則
ち夏麻をひく也。よりて桜あさのかりふとつゝけたり。
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　鎌倉右大臣
彦星の行あひをまつ久方のあまの川原に秋風そ吹 　（二〇八）
　　
 新古今菅家 　彦星の行あひを待鵲 わたせる橋をわれにかさなん
　　
 行合をまつとは互によりあふを待也七日 夕 待比の空に秋風吹て涼気を催すけしき也。二三の句うつり二星の待ほとの久しき意にて待久かたとつゝきたるならん
〈頭注
 〉 まつひさとつゝけてみては片言の様にや。まつと切て
心
えママ
へし。行あひをまつあまの川原とつゝく心なるへし。
　　　百首歌読侍ける秋歌 　　　　　　　　　　　正三位家隆
草の上の露とるけさの玉つさに軒端のかちはもとつはもなし
（二一六）
　　
 後拾遺 　神まつる卯月になれは神山のならの葉かしはもとつはもなし
　　
 上葉のうつく きより取て下葉まて取尽したる意成へし。上ウヘ
と下を対したり。藻塩草に
芋イモ
の葉の露を取て歌を書也
云々。今も我故郷の近江なとにては。手習ふ子とも早朝に芋の葉の露を取て詩歌 とをかき。星に手向し後は水海へ流しにゆくこと也
〈頭注〉
七夕は草
の朱
露をとりてかちの
のママ
葉にかくなり。
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　藤原清輔朝臣
天川水
か朱
け草にをく露やあかぬ別れの涙なるらん 　　（二一八）
　　
 水草
　　
 万葉十 　天川水かけ草の秋風になひく 見れ 時はきぬらし朗詠七夕 露
ヲ応
シ別
ノ涙
ナル
珠空
ク落此句によれり。歌意は
二
一
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明也。水かけ草は水陰草にてたゝ水辺の草を云へし。源語を引て水にかげのうつるゆへ水影草なといふ人あれとそれまてもあらさるへし。仙覚は稲といひ。或はみそはきないふ説は心得かたし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大納言師氏
白露と草葉にをきて秋のよを声もすからにあくる松虫
　　　　　　　　　　　　　　
　　
タ
朱
ユマヌ也
　　　　　（二二六）
　　
 白露と同しく草葉に起明して。長き夜もすから声を限り松虫の鳴明すといふ意 や。四句めつらかなる詞也
〈頭注〉
こゑもすから
　　　秋歌よみ侍けるに 　 左近中将公衡
よひ
く
の山端をそき月影を浅茅か露にまつ虫の声 　（二二七）
　　
 十五日より後はよひ
く
にをそく成ゆく月影を。露に待と
る松虫の声と也
〈頭注〉
山のはをそき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原教雅朝臣
参議雅経男
かれはてゝ後はなにせむ浅茅生に秋こそ人を松虫の声
（二二八）
　　
 万葉四 　恋しなん後は何せんいける日の為こそ人は見まくほしけれ
　　
 此本歌と大体同意也。なにせんは何にせん也浅茅も虫のねも枯果て後は何の詮もなかるへし虫の声浅茅のいろ興ある時節を過さす人のとへかしと待よし成へし松虫の人を待意に見てもよからんか
〈頭注〉
かゝへなきこそ
藤原基綱
後籐大夫判官基清男
しらすけの
ま大和
のゝ萩原咲しより朝たつ鹿の鳴ぬ日はなし
地
朱名　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二三八）
　　
 万葉三 いさことも大和へ早く白菅のまのゝ萩原たおりてゆかん
　　
 古今 　秋萩の花さきにけり高砂のおのへの鹿は今や鳴らん
源具親朝臣
左京大夫師光
男
心なき草の袂も花薄露ほしあへぬ秋は来にけり 　　　（二四七）
　　
 花薄の心なき草の袂も露ほしあへぬ也。隔句也。あへぬは不
レ敢アヘ
の意也。敢は論語陽貨篇にも
果クハカン
敢
とつゝきて。いつ
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れも
果ハタ
す意也。古今に 　あき風にあへすちりぬるもみぢ
葉のゆくゑ定めぬ我そ悲しきと在もこたへ
果ハテ
ず也 　ちは
やふる神のいかきにはふ葛も秋にはあへすうつろひにけり是も果ず也其外 　昼はおもひにあへすけぬ し 　道もさりあへす花そちりけるなと皆同し
〈頭注
 〉 注にあへすといへる釈いかゝあらん。あへすは不隔也
と故人注したり。
　　　題しらす 　　　　　　　　　　　　　　　前大僧正慈円
ぬしはあれと野となりにける籬哉をかやか下にうつら鳴也
（二五〇）
　　
 古今 　里はあれて人はふりにし宿なれや庭も籬も秋の野らなる
　　
 同 　　野とならはうつらとなきて年はへんかりにたにやは君はこさらん
　　歌意は明也。をかやはたゝ萱也。をは添たる字也　　
 ○を薄を笠を車を田を野
　　　　
をはつせの類ひ皆同し事成へ
し小の字義に あらじ。 鹿といふも同し事成へし。或云女鹿はなかす男鹿 なくなれは。をし鹿なくと云は男鹿也といへと。穿鑿過たること らん。いかにも専ら く
鹿なれとも。女鹿もチ
引ン
といふやうに鳴もの也。
男オ
鹿の義
ならは
女メ
鹿ともよむへけれと。めしかとよめる歌は聞え
す。妻こひなといふは男女に通する事也。たゝ句調のための添字と見るへし。 せをのあまなとのをも同し事成へし。須磨巻に御息所みつから 事をいせをのあまとよみ給へり。既に夏部 委し。仮名は か然るへし
〈頭注〉
万葉 　牡鹿とあり。
　　　延喜御時八月十五夜月宴歌 　　　　　　　　源公忠朝臣
いにしへもあらしとそ思ふ秋のよの月のためしはこよひ也けり
（二五五）
　　
 古にも今宵ほとの月はあら と思へは。後代月宴の清明なる例は今宵そとの意也。殊に聖主の御代なれは也
〈頭注〉
月のためし
　　　
養安徳天皇
和
の年号
ころほひ百首歌よも侍りける秋歌 　権中納言定家
天の原思へはかはる色もなし秋こそ月の光なりけれ（二五六）
　　
 古今 　久かたの月のかつら 秋は猶もみちすれはやてりまさるらん
　　
 秋は草も木も色を変する時なれと大空はさ みかはる色も
山城名所にもあり
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なくたゝ月の光に秋を見するよし也。但しこれは初学者の為の注也。かくいへばはや意を限りてわろし。已達 黙して妙所をしらるへし。此卿の歌は多くはかやうの物也。さのみ聞えかたきことはあらねと。文字言語にはのへかたき景趣を含むも 也。此歌思へはといふに深意有へし 三昧に入て考へし
〈頭注
 〉 初学者のために注したるは聞たり。已達の人何そ此書
をよむへき。疎句の事をいはぬはいかゝ。
　　　月歌よみ侍けるに 　　　　　　　　左近中将基良
衣笠内大臣弟
山端のつらさはかりや残るらん雲より外にあくる月影
（二六二）
　　
 西の山端近く雲が有て。其雲までは月がゆかす て 中空に夜のあくる意成へし。山端は常に月をかくしてつらき物なれは。そのつらき山端といふ名 かりか残るとの意ん。夕顔巻 　山端の心もしらて行月はうはの空に 影やたえな
〈頭注
 〉
されとも其雲も何国へか行たれは、後にはたゝ西の山
か残ると也。山端といふ名はかりいへる名はかりの詞むつかしくや。
権律師公献
中務大輔定長男
いつくにか空行雲の残るらん嵐待出る山のはの月（二六三）
　　
 一天清明なるに。いつくの空にか雲の残りて。吹払ふ嵐を待て出る月そと也。雲霧もなき夜 月の出る比嵐のふくけしき也
〈頭注〉
あらし待いつる
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　中原師季
待えても心やすむる程そなき山端更ていつる月影 　　（二六四）
　　
 月の出るを待えても。程なく んと思へば心休むる間かなきと也。山端更てとは更ゆくよはの山端を月の出る意也
〈頭注〉
山のはふけて
　　　　　　　 　 前大僧正慈円
よはにたくかびやか煙立そひて朝霧深し小山田の原 　（二七六）
　　
 立そひてはよはに焼し煙 名残が朝霧にたちそひて也。意は明也。かひやは山田守蚊火屋成へきか。鹿火屋香火屋なと説々ありて定めかたし。六百番歌合に難陳有。古来風体抄清輔奥義抄なとにも考へ
〈頭注〉
かび
や
朱
　鹿ヲ追フ為ニ家ヲ造リ置也。
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　　　海霧といへる心を 　　　　　　　　　　　　正三位知家
烟たにそれとも見えぬ夕霧に猶したもえのあまのもしほ火
（二七八）
　　
 暮るまゝに火はそれとほのかに見ゆれはかくいへり。海辺の秋の夕霧深き中のあまのしわさをあは みたる成 し
〈頭注
 〉 あまの仕業を憐れむとまてはいかゝ。もしほ火の下も
えか霧の中にみゆるにて十分なるへし。
　　　題しらす 　　　　　　　 　　　　　　正三位家隆
ふみわけん物とも見えす朝ほらけ竹の葉山の霧の下露
（二七九）
　　
 竹の葉山は竹の山のこと也高く茂れるをいふへし。歌意は別て朝霧の深きさま也
〈頭注〉
竹生たる山をも云へし。
　　　　　　　 　　　 　　　　 西行法師
小倉山ふもとをこむる夕霧にたちもらさるゝ棹鹿の声
（二八〇）
　　
 小倉山にをくらき意あり。霧の縁に立といへり。意は明也。
　　
 古今 　小倉山峯たちならし鳴鹿のへにけん年をしる人そなき
　　
 朗詠 　をくら山ふもとの野への花すゝきほのかに見ゆるあきの夕暮
〈頭注
 〉
鹿の声か霧よりもれて聞ゆるを立もらさるゝといへる
也。
（ひらい 　けいこ／二〇〇二年度博士後期課程修了）
